
古代史を解明する会 2023年12月9日

第36回 「日向三代の記述の理由」

-討論の為の議題を提供-

丸地三郎

1



日向三代の記述の理由

1 年数・代数をかせぐために追加された
２ 史実を神話化して隠ぺいした
３ ほぼ史実どおり
４ 日向三代の場所は何処？

• このテーマが提案された目的は、上記を明らかにしたいとのことかと思います。

• 改めて、古事記・日本書紀の記述と注記を読んで、考えた結果、以下のようなテーマ
で議論を交わしたいと考え、議題を提供

• します。

テーマ 1. ： 天孫降臨し、邇邇芸命の結婚相手を見つけた場所は何処か？
テーマ 2. ： 真床追衾・真床覆衾（まとこおうふすま）とは 何か？
テーマ 3. ： 天孫降臨の時期は、何時か？

• 出雲国譲りの後か？
• 天岩戸事件の後か？

テーマ 4.： 天孫降臨に参加して人の規模は？
• 十数人程度の少数 ？
• 数百人規模 ？
• 数千人規模 ？

テーマ 5.： 記述の理由は？
1 年数・代数をかせぐために追加された
２ 史実を神話化して隠ぺいした
３ ほぼ史実どおり

テーマ 6.： 日向三代の場所を知るには、どんな証拠が有るのか？
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日向三代の記述の留意点

• 日向三代の天孫族の神話は、古事記・日本書紀の両方に記載されている。

• 国譲り → 終了後 → 天孫降臨 → 日向三代 → 神武東征 の順に記載。

• しかし、対比される出雲族の大国主の神話は、古事記にはあるが、日本書紀には無い

• 日本書紀では、⇨天岩戸 ⇨素戔嗚追放 ⇨八岐大蛇退治 ⇨ 出雲に住まう ⇨大国主誕生 ⇨国譲り

と繋がる。

• 日本書紀（本文）では、大国主が素戔男尊の子として誕生し、以下の大国主の神話（古事記記載）は無い。

• 八十神の八上比売への求婚・因幡の白兎

• 八上比売の大国主選択

• 八十神の迫害

• 根の国訪問（須佐之男命の娘と結婚と試練＝蛇・百足/蜂・野火/鼠・五百引きの石・黄泉平坂）
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日向三代とは？

その主役となるのが「日向
三代」と呼ばれる神々で、

• 高天原から降臨した
邇邇芸命

（ニニギノミコト）

• 火遠理命

（ホオリノミコト）

• 鵜草葦不合命

（ウガヤフキアエズノ
ミコト）

までの３代の神々を指す。

右図は Wikipedia より
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日向三代：記紀の記述

• 日向三代の神話
 天孫降臨で、

• 天児屋命など主要な人物を付け、三種の神器などを持ち、
武装した人を伴う。

• 筑紫の日向の国に降り、吾田の長屋の笠狭碕に立つ

• 猿田毘古神と天宇受売命の挿話

-----------------------------------------------------

• 邇邇藝命と木花之佐久夜毘売の結婚（石長比売の挿話）

• 笠狭の御前で、木花之佐久夜毘売（神阿多都比売）と会う

• 醜い姉（石長比売）を追い返し、長寿では無くなる、

• 火の産屋の出産

• 海幸彦/山幸彦の誕生

• 海・山の狩猟用の得物の交換 ： 山幸彦が釣り針を紛失

• 弟・火遠理命 ： 海神の宮訪問・海神の娘＝豊玉姫と結婚

• 潮満珠・潮乾珠/海幸彦＝火照命の服従、

• 鵜葺草葺不合命の誕生

• 豊玉姫：生む時の鰐の姿を見られ海へ帰る

• 海神の妹＝玉依姫が乳母として来る

• 鵜葺草葺不合命が玉依姫と結婚

---------------------------------------------------

 五瀬・稲飯命・三毛野命・神倭伊波毘古命（神武天皇）の誕生

• 神武東征へ
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木花之佐久夜毘売との出会い

• 古事記の日向三代の話は、木花之佐
久夜毘売との出会いから始まる。

• 木花之佐久夜毘売は本名を、

神阿多都比売（かむあたつひめ）
と云い

注）には：薩摩の阿多の地に因ん
だ名前とある。

• 日本書紀を確認すると、
1. 鹿葦津姫

2. 神吾田津姫

3. 木花之開耶姫

3つの名前が記されている。

注）には：鹿葦津姫は 九州南部の地名
であろう。大隅隼人の加志公島麻呂の
名が示される。

その前段に「吾田の長屋の笠狭碕」の注
が示されている。 （次頁参照）

果たして、薩摩＝鹿児島の話なのだろ
うか？
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岩波文庫（ワイド版）

「古事記」 77頁
倉野憲司校注



岩波文庫「日本書紀」の「注」に注目

吾田の長屋の笠狭碕

西暦682年（天武11年）の地名から
場所を決めて良いのか？
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岩波文庫

日本書紀
巻第二

頁122 本文

頁372 補注



海彦・山彦の神話のひとつの解釈
8

父母
の地
・

本拠
地

敗れた兄は
本拠地に留まる ？

敗れた兄は
本拠地を離れ

遠方の地に移住 ？

継承者が

本拠地に
留まる

兄弟が
育つ

兄弟が
争う

皇位継承
争い

弟が継承

• 山幸彦と海幸彦の神話は、天孫族の後継者争いの神話と読む。
• 弟の山幸彦＝火遠理命が後継者争いに勝ち、本拠地で皇位継

承する。
• 破れた海幸彦＝火照命は、命乞いをして、服従を誓った。

• その後、本拠地を離れ、遠方の地で、暮らしたと推定する。
• その遠方の地が隼人の地と推定
• 吾田君小橋等が本祖なり。日本書紀P164

• 吾田君は吾田隼人中の有力者。日本書紀P165注七

• 日本書紀第２書：火酢芹命の苗裔、諸の隼人達。

 注に書かれた隼人の地：薩摩国阿多郡阿多郡は、海幸彦＝火
照命に関連する地名と思われ、本拠地の地名では無い。

又は



議論 テーマ １.

• 議論 テーマ １. ： 天孫降臨し、邇邇芸命の結婚相手を見つけた場所は何処か？
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岩波文庫の「注」に注目

真床覆衾とは？
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岩波文庫

日本書紀
巻第二

頁190 –
一書四

頁191 注



岩波文庫の「注」に注目

真床追衾とは？ 王の即位の意味
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議論 テーマ2.

• 真床追衾・真床覆衾（まとこおうふすま）とは 何か？

• 岩波文庫の「日本書紀」の注にあるように、「即位式」を
意味するのか？

• 生児を包むための真床覆衾に包まれて、小さい子供の
時期己に降臨した意か？

 岩波文庫の注）では、「追」と「覆」の差異が無いように記述している。
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岩波文庫

日本書紀
巻第二

頁130
～132

頁131の注十五
は次頁
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岩波文庫「日本書紀」の「注」に注目 ： 天岩戸の説話の次に、この天孫降臨の話が続いていた

• 注一五 以下一三二頁八行まで天孫降臨の話。→一二〇頁注九。

• ここにいわゆる三種の神宝の授与が述べられる。

• これは本文にはないが記には見え、

• 第二の一書では鏡だけの授与となっている。

• なおこれらの神宝のうち八坂瓊の曲玉は第七段
(七六頁六行)に、

• 八咫鏡は第七段(七六頁七行)に、

• 草薙剣は第八段(九二頁一一行)にはじめて見える。

• これらそれぞれの宝物がここで一つに纏められて
皇孫に授与される。

• ここに現われる八咫鏡・天児屋命・太玉命・天鈿女 命石凝姥命
などは、すべて、天岩戸に天照大神が隠れた時に関係のあった
物と人と神。

• 記紀の物語の構成は、もとは、

• 天岩戸の説話の次に、

• この天孫降臨の話が続いていたものと見られ、

• その中間に、素戔嗚尊と出雲の八岐大蛇の話とが割り込
んだ

ものである。

• 人物や物が、天岩戸の話と、天孫降臨の一書との間に

脈絡があるのは、その結果である。
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天の岩戸と天孫降臨の対比

• 天の岩戸の登場人物

• 天照大神

• 思金神 （思兼神）

• 天津麻羅 ｛鍛冶師｝

• 伊斯許理度売命 （石凝戸邊）

• 玉祖命

• 天児屋命

• 布刀玉命 （太玉命）

• 天手力男神 （手力雄神）

• 天宇受賣命 （天鈿女命）

• 天明玉

• 天日鷲

• 八咫鏡

• 八尺瓊勾玉

• 建速須佐之男命
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• 天孫降臨の登場人物

• 天忍穂耳命

• 邇邇藝命

• 猿田毘古神

• 天児屋命、

• 布刀玉命、

• 天宇受売命、

• 伊斯許理度売命、

• 玉祖命

• 思金神、

• 手力男神、

• 天石門別神

• 登由宇気神

• 天忍日命

• 天津久米命

• 三種の神器

 天孫降臨の主要な従者は、天岩戸事件の主要な人物と同じ。
 天の岩戸事件の、何年ぐらい後だろうか？

 三種の神器を持ち、葦原水穂の國を治めるために天降る。
 この天孫降臨をどう理解すべきか？



邇邇藝命の降臨の状況は？

• 日本書紀第九段本文
• 真床追衾を以て、皇孫天津彦彦火瓊瓊杵尊に覆ひて降しむ。

• 岩波文庫の補注11によれば、「王の即位式の反映である」

• 王の即位式が行われたことを示している。

• 三種の神器が邇邇芸命に授けられた

• 八尺瓊勾玉（やさかにのまがたま）：大きな勾玉とも、長い緒に繋いだ勾玉

• 八咫鏡（やたのかがみ）：八咫鏡は直径2尺（46cm) 前後）、円周約147cmの円鏡

• 草薙剣（くさなぎのつるぎ）

• 五部の神たちを同伴

• 天児屋命 ： 中臣の祖先

• 布刀玉命 ： 忌部の祖先

• 天宇受売命 ： 猿女の祖先

• 伊斯許理度売命 : 鏡作の祖先

• 玉祖命 : 玉作の祖先

• 軍隊の長

• 天忍日命

• 天津久米命

• 古事記
• 邇邇芸命に、「豐葦原水穂國は、汝知らさむ國ぞ」と、葦原中つ国の統治を託した。

• 三種の神器・同伴する人々は日本書紀本文と同様

• 岩波文庫の注の通りならば ： 邇邇藝命の降臨は、正式に皇位継承の儀式を行い、皇位の印である三種の神器と
持参し、皇位を維持する政務担当の主要な人物を従え、玉作・鏡部など工業生産の技術者を率いたもの。

• 少人数の移動では無く、一国の主と主要部隊を含む大移動と見える。
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議論 テーマ 3. 及び テーマ 4.

• テーマ 3. ： 天孫降臨の時期は、何時か？

• 出雲国譲りの後か？

• 天岩戸事件の後か？

• テーマ4. ： 天孫降臨に参加して人の規模は？

• 十数人程度の少数 ？

• 数百人規模 ？

• 数千人規模 ？
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議論 テーマ 5. 及び テーマ 6.

テーマ 5.： 記述の理由は？

1 年数・代数をかせぐために追加された

２ 史実を神話化して隠ぺいした

３ ほぼ史実どおり

テーマ 6.： 日向三代の場所を知るにはどんな証拠が有るのか？

• 神社伝承

• 土器

• 武器

• 戦傷遺跡

• 青銅祭器の埋納

• 墓・甕棺・古墳

• 王墓
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